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はじめに

豊橋市自然史博物館では， 2005年(平成 17年)7 

月 15日(金) ~ 9月 11日(日)の 52日間の日程で，

第 20回特別企画展「よみがえれ!愛知の生きものた

ち」と題して，愛知県の絶滅危倶生物をテーマとした

展示を行った.地球環境の悪化と，それに伴う生物多

様性の危機は，マスコミにも大きく取り上げられ，今

日人類が抱える問題の中でも特に関心の高いものの一

つである.豊橋市内でも多くの小中学校で，総合学習

の課題としてこの問題が取り上げられ，豊橋市自然史

博物館にも毎年，絶滅危慎種に関する質問や出前授業

の依頼がある.まさに時を得たテーマであったといえ

る. しかしながら，期間中の観覧者は， 8，588人， 一

日当たりの観覧者数に換算すると 165人と，豊橋市自

然史博物館において開催された過去 5年間の特別企画

展の平均観覧者 15，476.8人(一日当たりの観覧者平均

276.2人)と比較して，残念ながら明らかに低調な結

果に終わった.

特別企画展の概要ならびに会期中来館者に対して

実施したアンケートの集計結果については，豊橋市自

然史博物館年報第 18号(豊橋市自然史博物館， 2006) 

において，すでに報告されているが，本稿では，年報

第 18号では報告されていない，難易度に関するアン

ケート結果，ならびに会期中に博物館実習生の課題の

ーっとして行なった観覧者の導線，見学時間などの調

査結果から，この特別企画展における観覧者の反応と

評価について分析する.

導線調査

1.調査方法

調査は， 2005年 7月23日(土)に特別企画展会場

内で任意の観覧者を入場から退場まで追跡し，会場平

面図(第 l図)に動線を記入して，滞在時間，立ち止

まりよく観覧した展示物，同伴者と会話がみられた展

示物を記録した.また，観覧後にインタピ、ユーを行い，

面白かった展示はなにかを聞き取った.調査には，博

物館実習生 11名があたった.

2.結果と考察

27組について調査結果を得ることができた. 27組

の内訳は，幼児・小学生をともなう家族連れが 21組

(77.8%) ，大人のみのグループが4組 (14.8%)，子ど

ものみのグループカ'2組 (7.4%)であった.

平均観覧時間は 23.3分(最大45分，最小 10分)であっ

た.同様な調査で，過去 5回 (1997 年~ 2002年)の

当館特別企画展の平均観覧時間は 28分である.本特

別企画展の平均観覧時間はそれに比べると約 5分短

かった.

この平均観覧時間の短縮は，展示そのもの，例えば
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られた展示物JI聞き取り 調査結果」は，第 l表のと

おりである.観覧者の関心度を指標する 3項目の調査

結果すべてで関心度の高い展示物の大部分は共通して

いたが，関心度の順位に若干の差異が認められた.絶

滅種を紹介するコーナーで展示したニホンオオカミ

の全身骨格の 3指標における順位の違いはこの例であ

る.面白かった展示物の聞き取り調査は，展示物を見

終わった時点での観覧者の印象の強さを示しているよ

うに思われる.その順位と，実際に観覧者がよく観察

した展示物・同伴者との会話があった展示物の順位が

一致しないことから，以下の 2点が推察される.

まず，観覧者が観覧前から高い関心を持った展示物

は聞き取りの際にも挙げられやすいことを示唆してい

ると考えられる.ニホンオオカミは代表的な日本の絶

第 1図. 2005年特別企画展会場平面図 .

展示物の量，展示物に対する関心度，展示の難易度

などの違いによって生じた可能性が高いと考えられる

が，そのほかに調査の不手際によって観覧時聞がやや

過小評価されている面がある.今回の観覧時間の調査

では，観覧者が会場出口近くのオオカミの歯のレプリ

カづくりで粘土模型をつくりあげた時点で調査を終了

している調査例がいくつかある.観覧者は粘土模型が

焼成するまでの待ち時間を利用して再度展示を見る例

が多かったが，これらの例では観覧者の待ち時間内の

観覧は観覧時間に加算されていない.

①来館者が高い関心を示した展示物について

観覧者が高い関心を示した展示物，すなわち「立ち

止まり特によく観覧した展示物JI同伴者と会話がみ



絶滅危慎生物に関する特別企画展観覧者調査
47 

第 1表. 2005年特別企画展動線調査において観覧者が高い関心を示した展示物.

観覧者が立ち止まり特によく観覧した展示物，同伴者と会話が見られた展示物の記録および，面白かった展示は

何かを聞き取って得られた回答を全ての調子宅票から集計した結果.開き取り調査結果では， 回答されたキ←ワー

ドが単独の展示物ではなく複数の展示物(展示コーナー)をまとめて差している例を含む可能性がある.

A.立ち止まり特によく観覧した展示物 B. 同伴者と会話がみられた展示物 C. 聞き取り調査結果
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減動物であり，さらに目玉展示物として広報媒体に大

きく標本写真を掲載したため，観覧前から観覧者が強

い印象を持っていた可能性がある .ニホンオオカミ以

外の例では，遺伝子汚染(遺伝的な撹乱)を紹介する

目的で展示した外国産クワガタムシがいずれの指標で

も上位に位置した.これは，展示内容そのものよりも，

現代の幼児・小学生の一般的な晴好を示した結果と

考えられる.過去に当館はクワガタムシをテーマとす

る特別企画展を開催(1995年) したが，この特別企

画展観覧者数は 44，980人で過去の生物学分野(地質・

古生物学以外)をテーマとした当館特別企画展のなか

で最多である.このことは，この推論を支持している

と思われる.

つぎに，展示の位置や展示ケースなど展示物の見せ

方の違いによって観覧者の目に止まりやすいかどうか

の差がでたと考えられる.ニホンオオカミ展示は順路

に従い進んできた観覧者の進行方向 と逆向の壁面に位

置したため，観覧者のグループが自然に立ち止ま って

展示の前に集まることは難しかったかもしれない.さ

らに，ニホンオオカミの展示位置はオオカミの歯のレ

プリカづくりコーナーと隣譲していた.幼児・小学生

をふくむ家族連れ 21組中 11組の動線は，ニホンオオ

カミや周辺のその他の展示物に一切立ち寄らないで最

初に体験コーナーへ歩み寄るものだった.そのため「観

覧者がよく観覧した展示物J，1同伴者との会話があっ

た展示物Jの 2項目では順位が低かった可能性があ

る.体験コーナーでは，ニホンオオカミ標本を指し示

してレプリカの解説を行ったため，レプリカの作成中

または作成後に標本を見た観覧者が多かったと考えら

れる.

つづく 4~5 位で共通してみられたのは導入部に環

境の時代的変化を紹介するために展示した「地図や写

真」で， 3つの指標でのべ 11件があげられた.このうち，

8件は大人から得られた結果で，子どもを対象とした

調査例でも同行していた親が写真をなつかしんで子ど

もに話しかける様子が見られた.

① 14つのミッションJ(参加体験型展示)について

参加体験型展示の目玉であった 4つのミッション

(第 2表)は， 27組中 24組 (88.9%)が体験していた.

3つの調査項 目の合計で比べると，クワガタムシのク

イズ (511牛)カfもっともな子評で，イヌノフグリのク

イズカ{30 件，ハマグリのクイズカ{25件，オオカミの

歯のレプリカづくりが 15件であった(第 3表).クワ

ガタムシと比べて知名度が低いと思われるイヌノフグ

リやハマグリも観察例・回答例が挙げられた. 1ミッ
ションJという仕掛けを用いることによって観覧者の

関心度が低かった展示内容でも十分な観察をうながす
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成果が得られたといえるだろう.

感想及び観察記録の自由記述にもミッションにふれ

たものが多かった. ミッション参加者を対象とした絶

滅危慎生物のカード配布は幼児・小学生に好評 (4組)

だ、ったが，課題の消化だけが目的となり，その他の展

示物に関心が向けられないという記述が目だった (6

組).このことが，観覧時間が短かった原因の lつで

あった可能性もある.

展示の難易度と反省点について

会期中に一般観覧者を対象に行なった記述式のアン

ケート調査では， 330人から有効回答を得た.この中

で，満足度については， Iとても面白い」または「面白い」

という肯定的な回答が 88.5%あった(豊橋市自然史博

物館， 2006). 過去 5 回 (2000 年~ 2004年)の 当館

特別企画展における同様の調査結果の平均値は 89.6%

であり，数値自体は決して低いとはいえない.しかし，

展示内容の難易度では 「難しかった」または「やや

難しかった」と答えた観覧者が 45.8%にのぼり，1適切」

と答えた観覧者 46.4%とほぼ同数の回答であった.こ

れに対して物足りなさを感じた観覧者が 7.9%でしか

なかった.これらの値からみると本展示に対して観覧

者が感じた難易度は総じて高かったといえる.

観覧者に展示が難しかったと感じさせたことに対す

る反省点としては以下のことがあげられる.

-展示物である絶滅危倶種の多くは，一般市民への知

名度が低く，また，小型で、地味な存在であったこ

と.このことは，人気を博した展示物が知名度の高

いニホンオオカミやツキノワグマ，クワガタムシで

あったことからもうかがえる. したがって，知名度

の低い小型生物の展示には，相応の工夫や仕掛けを

する必要があった.

-絶滅危慎種が多数存在することを紹介することに重

点を置いたため，展示資料が非常に多くなったこ

と.

-展示資料数が多くなりすぎたことにより，個々の資

料の解説が行き届かず，焦点が絞りにくくなったこ

と.過去5年の特別企画展に比べて展示資料が多い

にも関わらず，観覧時間が短かったのは，こうした

点にも問題があったと考えられる.

-絶滅危倶種を生む要因についての解説が不十分で

あったこと.この点については，例えば，実際に森

林が破壊されている映像やビジュアル的な展示を導

入するなどの「仕掛け」が必要で、あったと思われる.

.展示の性質上娯楽性に乏しかったこと.

-観覧者の絶滅危慎生物に対する知識と企画者のそれ

についての認識に差があったこと.

-展示解説が学問的であったこと.

なお，満足度と難易度のクロス集計結果(第 4表)

第 2表. 2005年特別企画展内の参加体験型展示「ミッシヨンJ内容.

タイト)i-

ミッション 1 イヌノフグリを識別せよ!

ミッション 2 ほんもののハマグリをさがせ!

内
に』

廿

イヌノフグリ・タチイヌノフグリ・オオイヌノフグリ・フラサノfソ

ウの各標本からイヌノフグリの番号を回答

ハマグリ・チョウセンハマグリ・シナハマグリの各標本から、ハマ

グリの標本の番号を回答

ミッション 3 愛知県産ヒラタクワガタをさがせ!
愛知県および東南アジア各産地のヒラタクワガタ標本全6点から、

愛知県産個体の番号を回答

ミッション 4 オオカミの歯型を入手せよ 1
紙粘土を雌型に詰めてとりだす方法で、ハイイロオオカミの簡のレ

プリカを作製する

第 3表. 2005年特別企画展動線調査において観覧者が高い関心を示した「ミッションJ.

立ち止まり特によく観覧した「ミッ、ンョン」

(N=44) 

ミッション 3 16 

ミッション 13

ミッション 2 10 

ミッション 4 5 

同伴者と会話がみられた「ミッション」

(N=48) 

ミッション 3 19 

ミッション 2 12 

ミッション 11

ミッション 4 6 

聞き取り調査結果

(N=29) 

ミッション 3 16 

ミッシ ョン 6

ミッション 2 3 

ミッション 4 4 



絶滅危倶生物に関する特別企画展観覧者調査

第 4表. 2005年特別企画展観覧者の満足度と難易度のクロ

ス集計 (N=330). 

J易度難し

満足ぜ¥かった

とても "A 
面白い … 

やや難
しかっ
た

52 

やや物物足り
適切 足りななかっ

かった た

82 6 1 

合計

171 (51.8%) 

面白い 19 37 58 6 1 121 (36.7%) 

普通 5 7 12 5 1 30(9.0%) 

つまらな 1 
かった

O 1 1 5 8(2.4%) 

から， I難しかった」または「やや難しかったjと回

答した観覧者 151人の満足度を比較すると， Iとても

面白かった」という回答が最多の 82人 (54.3%) い

たのに対して， I難しくつまらなかった」と回答した

のは l名(0.7%)にとどまった.一方，1つまらなかったJ
と回答した 8名のうち 5名 (62.5%) は「展示が物足

りなかった」と回答していた.これらの結果は，観覧

者が展示内容に難しさを感じながらも興味を持ったこ

と，また生物多様性保全に対して関心の高い市民が特

別企画展会場に多く訪れていたことをあらわしている

と思われる.
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